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第１章   本論文の目的とキーワード	 	  
	























                                                   
2		日本語ではアーティスト・コレクティブ、アーティスト・ユニットなどと称し、英語では artist	collective、	





























































































































































































































	 	エンナーレ 2014」における企画者の高橋悟+倉地敬子+杉山雅之（Temporary	Foundation の構想・設計・制作）	
			のプロジェクトで筆者が陪審員として参加したコメント「非人称の視線」をもとに発展させた。建畠晢、加治	
			屋健司（横浜トライアル Case-1：「非人称の光」）「法と星座―Turn	Coat	/	Turn	Court」関連企画、「ヨ	
































































































































































































































































































































































第２節	 アーカイブとしての芸術に関する先行研究  ―美術理論の再定義と芸術創造  
（１）トートロジーとしての芸術作品	









































































                                                   
43	1969 年、コスースが Art―Language編集者として、1971 年にはイギリスのコンセプチュアル・アーティスト、チ
ャールズ・ハリソンが編集者として参加した。前掲書、Harrison,	Charles	(1991)	p.20,	p.261.	Green,	
Charles(2001),	The	Third	Hand―Collaboration	in	Art	From	Conceptualism	to	Postmodernism,	University	























































































































                                                   

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                   
91		野村萬斎は、「伝統の解体と創造的再構築―レクチャー&デモンストレーション」（東京藝術大学音楽学部		






























































表３	 アーティスト・コレクティブの実践とアーカイブ  
	（注）筆者作成。	
 















































































































































































































































































































ジアと欧州をつなぎバルカン半島側に位置するイスタンブール102であった。2013 年 8 月のシチリア

















102「総務省統計局、世界の統計 2014 年」によれば、東京都（特別区部、2010 年）は 895 万人、イスタンブール


























































第２節	 死と再生を伝える言語と音楽  ―東京の実験  


























































	 ❖事例６	 「ニュアンス」は物語を基にして、血の歌を意味する歌詞 Bloodsong（以下、「ブ
ラッドソング」と称す117）を作った。その前半部を紹介する。	 	


























































	 第３節	 “ＨＡＹＹ”の持続的発展  ―デュッセルドルフとベルリンの実験  





























































































	 次に 2014 年 5 月～6 月のデュッセルドルフの実験について記そう。同年 5 月、第 1 回デュッセル
ドルフ・カドリエンナーレに「ニュアンス」は招待され、各地のプロジェクト参加者がデュッセルド
ルフに集結した。“ＨＡＹＹ”のプレビュー展示やパフォーマンス、シンポジウムなどのイベントを






	 ❖事例 10	 マールカステン劇場125は、広い空間に四角錐の高い天井を擁し、舞台の併設、庭園の
見える大きなガラス扉といった特徴がある。暗室を一部屋作り、大きなスクリーンと客席を並べて一
























後の 2015 年 1 月、厳寒期のベルリンで行われた。レヴォルヴァー美術出版社のギャラリー「ヴィ
チェ・ヴェルサ」で、展覧会とシンポジウムを開催した128。ギャラリーには同社が出版した書籍やカ
タログが棚に並び、アーカイブの保存機関としての役割も担っていた。	
	 ❖事例 11	 ギャラリーの所在するベルリン・ミッテ区は、ベビーカーを引く男女の姿がドイツに
おいて頻繁に見られる地域である129。ハイの母の衣装をマネキンに着せて、同区の日常風景である母






























































































































































































































































































                                                                                                                                                                         

















































































































































































































































































































































































































































表３	 	アーティスト・コレクティブの実践とアーカイブ、40 頁。 
表４	 	コラボレーションとアーカイブの構造、55 頁。	












写真６	 ハイの母の衣装、エルンプト、March	1,	2014、51 頁。 
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	 	タイトル	 	 	 	 	 	 	 	 	 プロジェクト	 	 	 	 	言語	 				 	 	 	 	 	 	時間	 			制作年	
01	Prolog	 	 	 	 	 	 		 	 	 	シチリア編	 	 	 	 	 	イタリア語、英語字幕		02’58”	2013 年	




06	The	Beloved	Companion(d)		東京編	 	 	 	 	 	 	 	日本語、英語字幕						08’54”	2013 年	
07	The	Curious	Soul(a)	 	 	 	デュッセルドルフ編			英語字幕														01’05”	2014 年	
 78 
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10	The	Curious	Soul(d)	 	 	 	デュッセルドルフ編			英語字幕														01’20”	2014 年	
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